雇用環境改善へのメッセージ

国内経済は、「いざなぎ景気」を超え更に緩やかに成長基調にあり、県内の雇用環境も有効求人倍率の改善に見られるように明るさが見えています。

しかし、長野県内は中小企業が中心であり、まだまだ企業間の厳しい競争、経営の効率化への取り組みが進められている状況にあります。また、そのような状況を反映し、見かけ上の有効求人倍率は堅調に推移しているものの、その中身を見ると、非正規雇用求人が増加するなど、正規社員の雇用機会は依然として厳しい状況にあります。

長野県の県民所得は、全国でもトップクラスに位置づけられていました。しかしながら、近年は残念ながら中位に低迷しております。

経済活性化と雇用安定により、県民所得を向上させ、より豊かで暮らしやすい長野県づくりをしていく事は、経済界・労働界・行政にとって統一した目標であると認識しています。

そのための基盤となる人づくりは、企業の将来を支える最も重要な要素であります。

県内の企業におかれましては、厳しい環境下ではありますが、是非正社員としての雇用拡大について積極的なお取り組みをいただけるようここに経営者・労働者、県民の皆さんに向けてメッセージを送るものです。
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